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弓
削
校
区
「
ど
ん
ど
や
＆
町
内
対
抗
駅
伝
大
会
」

参
加
者
だ
け
で
な
く
、
準
備
・

運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
数

　
龍
田
ま
ち
セ
ン
が
管
轄
す
る
６
つ

の
校
区
の
一
つ
、
弓
削
校
区
。
同
校
区

は
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
大
切
に
守

り
継
ぐ
地
域
性
に
加
え
て
、供
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
僑
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
供
ま
ち
僑
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て

い
る
の
が
、
年
始
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
「
ど
ん
ど
や
＆
町
内
対
抗
駅

伝
大
会
」
。
今
年
は
１
月
７
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
弓
削
校
区
で
は
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
は
じ
め
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
校
区
で
取
り
組

む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
。そ
の
数
は
、

同
校
区
の
体
育
協
会
長
を
務
め
る
穴
井

憲
義
さ
ん
が
、「
月
１
回
程
度
は
何
か
開

催
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
ほ
ど
で
す
。

　
駅
伝
大
会
は
今
回
で
　
回
目
。
さ
ら

１７

に
、
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
る
個
人
競

技
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は
　
回
目
と
、

３０

ど
ち
ら
も
弓
削
校
区
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
。
一
方
の
ど
ん
ど
や
は
、
元
々
、
近

く
の
白
川
河
川
敷
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
弓
削
小
学
校
開
校
（
１
９
８
３
年
）

と
同
時
に
、
校
庭
に
場
所
を
移
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
両
イ
ベ
ン
ト
は
「
平
成
」
に
入
っ
た
あ

た
り
か
ら
同
時
開
催
と
な
り
、
今
で
は

校
区
に
新
年
の
幕
開
け
を
告
げ
る
行
事

に
。
今
年
も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
区
間
・
約
　
㎞
で
争
う
駅
伝
大
会

１０

１２

は
、
校
区
内
の
６
つ
の
町
内
の
対
抗
形

式
。
小
学
校
低
学
年
か
ら
　
歳
以
上
の

４０

大
人
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
１
本
の
た

す
き
を
つ
な
ぎ
、「
わ
が
町
内
の
勝
利
」

を
目
指
し
て
走
り
ま
す
。
沿
道
か
ら
も

多
数
の
声
援
が
飛
び
、
ど
の
区
間
も
白

熱
し
た
争
い
に
！

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
ど
ん
ど
や
は
、
地

元
の
竹
林
か
ら
切
り
出
し
た
竹
を
使
っ

て
や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
参
加
者
は
燃
え

盛
る
炎
に
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
婦
人
会
手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い

の
振
る
舞
い
も
。

　
同
校
区
を
担
当
す
る
龍
田
ま
ち
セ
ン

の
松
崎
智
樹
さ
ん
は
、「
駅
伝
で
は
レ
ー

ス
の
実
況
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
を

挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
世
代
が
集
い

ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加

者
だ
け
で
な
く
、
準
備
や
運
営
に
携
わ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
集
ま
る

の
も
弓
削
校
区
の
特
徴
。
自
主
性
、
主
体

性
を
持
っ
た
活
動
が
浸
透
し
て
い
る
同

校
区
な
ら
で
は
と
い
え
ま
す
」
。

地
域
の
伝
統
行
事
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融
合

〝
健
康
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ち
づ
く
り

高さ１０ｍを超えるやぐらに火が付

くと、たちまち大きな炎が

地域活動が活発な龍田地区の中で

も、特に弓削校区はスポーツ活動

が盛んです。また、年長者を敬い、

子どもを大切にする気風もありま

す。そうした、地域を思いやる気持

ちを他の校区にも広めながら、龍

田地域全体の活気あるまちづくり

をサポートしていきます！

各町内の代表選手が世代を超えて、たすきをつなぐ駅伝大会。中継所ではひときわ大きな声援が　！

龍田まちづくりセンター［写真左から］

樋口雄二さん、松崎智樹さん、林万理子さん

参加、応援、準備…

「役割」を担うことで

地域の結束が深まる

　
弓
削
校
区
の
ど
ん
ど
や
は
、
地
元
の
　
～
　

７０

８０

代
の
方
が
、「
こ
の
辺
り
が
弓
削
村
だ
っ
た
頃
か

ら
あ
り
よ
っ
た
」
と
話
す
ほ
ど
歴
史
あ
る
行
事
。

ま
た
、
竹
の
提
供
（
地
元
の
竹
林
所
有
者
）
、
開
催

場
所
・
残
灰
の
埋
め
立
て
場
所
提
供
（
弓
削
小
学

校
）
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
っ
て
く
れ
る
の
も
、
伝
統
を
大
切
に
す
る
校
区

だ
か
ら
こ
そ
で
す
（
寺
本
さ
ん
）
。

手作りぜんざいの振る舞いは、順番待ち

の行列ができる盛況ぶり　！

　
弓
削
校
区
で
は
、
駅
伝
大
会
以
外
に
も
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
地
域
に
住
む
方
々
が
元
気
に
過
ご
す
に

は
、
世
代
を
超
え
て
運
動
で
気
持
ち
い
い
汗
を
流

し
、
健
康
づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
大
切
。
駅
伝
大

会
は
町
内
ご
と
の
応
援
も
盛
り
上
が
り
、
地
域
の

結
束
も
強
ま
り
ま
す
（
穴
井
さ
ん
）
。

海と陸の玄関口がある“まち”

魅力を発掘・発信していきます　！

地域担当　益岡　宏規さん

　西部まちセンでは、所長を含め６人のスタッフで、城山、高橋、池上、

春日、白坪、古町、中島、小島の８校区と松尾北・東・西の３地区を担当

しています。開設当初は、地域のイベントなどのお手伝いが中心でした

が、今では会議の段階から企画や広報、補助金の情報提供など、多面的

にサポートしています。地域内には熊本駅、熊本港のほか、国指定史跡

「池辺寺跡」や、ミカン、ノリなど全国に誇る農海産物も豊富です。そうし

たストーリーをつなぎ、地域内外の方々に魅力を発信していきたいですね。

まちセン、自治協議会などで主催した「グラ

ウンドゴルフ大会・ニュースポーツ体験会」

謎とロマンにあふれる

伝説の山岳寺院「池辺寺」

　西区池上町にある国指定史跡「池辺寺跡」。奈良時

代初頭に創建されたといわれる山岳寺院跡で、「味

生池（あじうのいけ）」にすむ竜を鎮めるために建て

られたという伝説が残っています。発掘調査によっ

て、全国にも類を見ない、斜面に並ぶ１００基の石積み

などが見つかり、国史跡に指定されました。古代ロ

マンあふれる史跡は必見です　！

大規模な遺構が残る池辺寺跡。谷の向こうには花岡山や阿

蘇の山々も望めます

　市内各校区で行われたさまざまなイベントの様子や、

これから行われる催しの情報を、まちセンとの関わりな

ども交えて紹介します。

地域の財産「沈目大蛇」を

後世に残すために

【沈目大蛇踊り民話化】
　７日は、豊田小学校３年生の授業の一環「ふるさと学習会」で、沈目大

蛇踊り保存会と沈目自治会の方々が、大蛇の実物を使って、子どもたちに

由来などを説明しました。１５日は、地域に伝わる文化や言い伝えなどを民

話化し紙芝居に仕立て、保存・伝承活動を行っている城南町民話の会も参

加し、沈目大蛇踊りの民話化の取り組みについて話し合いが行われました。

（問）城南まちづくりセンター緯０９６４（２８）２２６０

●熊本市地域政策課　緯096（328）2031（月～金曜・8：30～17：15）、chiikiseisaku@city.kumamoto.lg.jp

●龍田まちづくりセンター　緯096（339）3323　●西部まちづくりセンター　緯096（329）7625

弓削校区体育協会

会長　穴井憲義さん［写真右］
弓削校区青少年健全育成協議会

会長　寺本一誠さん

「校区」で新成人の門出を

応援する手作りの式
【隈庄校区・豊田校区成人式】

　各校区在住の新成人が自ら運営スタッフとなり、昨年夏から校区の

自治会や社協と連携して、企画や案内等の準備を行ってきた手作りの

成人式。地域で新成人の晴れの門出を祝いました。

（問）城南まちづくりセンター緯０９６４（２８）２２６０

太鼓の演奏が華を添えた

新春の伝統行事

【本荘どんどや】

　本荘小学校グラウンドで行われた校区のどんどや。「本荘小学校子ど

も太鼓部」や「代継太鼓」の勇壮な演奏のほか、地域の方々が作ったぜ

んざいの振る舞いなどもありました。また、防災意識を高めてもらおう

と、「防災コーナー」も設置されました。

（問）中央区まちづくりセンター緯０９６（３２８）２２３２
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